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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　写真を含む画像データに対して印刷装置で画像データに応じた画像を印刷するための画
像処理を行う画像処理装置において、
　前記画像データに応じた画像のサイズを検知する画像サイズ検知部と、
　前記画像データに応じた画像を印刷する用紙のサイズを検知する用紙サイズ検知部と、
　前記画像サイズ検知部にて検知された画像のサイズと、前記用紙サイズ検知部で検知さ
れた用紙のサイズとを比較して上記画像データに変倍処理を施す変倍手段とを備え、
　前記変倍手段は、前記画像のサイズと前記用紙のサイズとを比較して、短辺および長辺
のうちの何れか縮める割合がより大きい方の辺を基準として変倍率を求めて変倍処理する
ものであり、前記基準とした辺の寸法に、マージンを加算して変倍率を求め、
　前記変倍手段にて変倍処理が施された画像データに応じた画像を、前記用紙に対して前
記基準とした辺の両側に余白が出るように配置する手段を備えることを特徴とする画像処
理装置。
【請求項２】
　前記変倍手段は、
　前記画像のサイズに基づいて、長辺に対する短辺の比率である第１比率を求める比率算
出部と、
　前記比率算出部で算出された前記第１比率と、前記用紙のサイズに基づいて決定される
長辺に対する短辺の比率である閾値とを比較する比較部と、
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　前記比較部にて、前記第１比率が前記閾値よりも小さい場合に、前記用紙の長辺と前記
画像の長辺とに基づいて前記変倍率を算出し、前記第１比率が前記閾値以上の場合に、前
記用紙の短辺と前記画像の短辺とに基づいて前記変倍率を算出する変倍率算出部と、
　前記変倍率算出部にて算出された前記変倍率を用いて前記画像データに変倍処理を施す
変倍処理部よりなることを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記変倍手段は、
　前記画像のサイズおよび前記用紙のサイズに基づいて、前記画像の長辺に対する前記用
紙の長辺の比率である長辺比率と、前記画像の短辺に対する前記用紙の短辺の比率である
短辺比率を求める比率算出部と、
　前記比率算出部で算出された前記長辺比率と前記短辺比率の大小を判定する判定部と、
　前記判定部にて小さいと判定された方の比率に基づいて前記変倍率を算出する変倍率算
出部と、
　前記変倍率算出部にて算出された前記変倍率を用いて前記画像データに変倍処理を施す
変倍処理部よりなることを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　請求項１から３の何れか１項に記載の画像処理装置を備えたことを特徴とする画像形成
装置。
【請求項５】
　写真を含む画像データを用紙に印刷する画像形成方法であり、
　前記画像データに応じた画像のサイズと、該画像を印刷する用紙のサイズとを比較し、
短辺および長辺のうちの何れか縮める割合がより大きい方の辺を基準として変倍率を求め
て変倍処理するものであり、前記基準とした辺の寸法に、マージンを加算して変倍率を求
め、
　前記変倍処理が施された画像データに応じた画像を、前記用紙に対して前記基準とした
辺の両側に余白が出るように配置することを特徴とする画像形成方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、写真画像を適切なレイアウトで印刷するための画像処理装置、それを備えた
画像形成装置、画像形成方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　インクジェット複合機などにおいて、入力画像データを縁無印刷する方法として、例え
ば、特許文献１に記載の方法がある。これによれば、入力された原稿に対して、出力用紙
サイズより拡大して印刷することにより、縁無し印刷画像を形成する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】国際公開第２００３／０２６２７７号パンフレット
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上述のような従来技術は、出力用紙サイズが入力画像データの画像サイ
ズに合っている場合は問題ないが、出力用紙サイズが入力画像データの画像サイズに比べ
て小さい場合、画像が不必要に欠落してしまうといった問題がある。
【０００５】
　これについて、もう少し詳しく説明する。入力画像データとなり得る写真原稿には、表
１に示すように、様々なサイズのものが存在し、これらが入力原稿サイズとなり、いわば
画像サイズである。
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【０００６】
【表１】

【０００７】
　これに対し、画像が出力される出力用紙は、上記様々な写真原稿のサイズに対応して用
意されているのではなく、代表的なサイズの出力用紙がセットされていることが多い。そ
のため、入力原稿のサイズと出力用紙のサイズが合わないことが生じる。
【０００８】
　例えば、入力原稿の長辺サイズだけが出力用紙サイズより大きい場合に、入力原稿サイ
ズを出力用紙サイズの大きさより拡大して上記特許文献１のように縁無印刷を実行しよう
とすると、印刷されない部分が多くなってしまう。具体例を挙げると、出力用紙がＬ版サ
イズ（８９ｍｍ×１２７ｍｍ）で、入力原稿がパノラマサイズ（８９ｍｍ×２５４ｍｍ）
の場合、上記特許のように縁無印刷を実行すると、入力原稿の約半分が削られることとな
る。
【０００９】
　本発明は、上記課題に鑑みなされたもので、その目的は、写真を含む画像データに応じ
た画像のサイズと印刷する用紙のサイズとが見合っていなくとも、画像を不必要に欠落さ
せることなく、適切なレイアウトで印刷することが可能な画像処理装置およびそれを備え
た画像形成装置、画像形成方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記の課題を解決するために、本発明の一態様に係る画像処理装置は、写真を含む画像
データに対して印刷装置で画像データに応じた画像を印刷するための画像処理を行う画像
処理装置において、前記画像データに応じた画像のサイズを検知する画像サイズ検知部と
、前記画像データに応じた画像を印刷する用紙のサイズを検知する用紙サイズ検知部と、
前記画像サイズ検知部にて検知された画像のサイズと、前記用紙サイズ検知部で検知され
た用紙のサイズとを比較して上記画像データに変倍処理を施す変倍部とを備え、前記変倍
部は、前記画像のサイズと前記用紙のサイズとを比較して、短辺および長辺のうちの何れ
か縮める割合がより大きい方の辺を基準として変倍処理することを特徴としている。なお
、縮める割合がより大きい方の辺とは、換言すると、縮めるのに必要な変倍率の小さい方
の辺である。
【００１１】
　上記の課題を解決するために、本発明の一態様に係る画像形成装置は、本発明の画像処
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理装置を備えたことを特徴とする。
【００１２】
　上記の課題を解決するために、本発明の一態様に係る画像形成方法は、写真を含む画像
データを用紙に印刷する画像形成方法であり、前記画像データに応じた画像のサイズと、
該画像を印刷する用紙のサイズとを比較し、短辺および長辺のうちの何れか縮める割合が
より大きい方の辺を基準として変倍処理することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の一態様によれば、写真を含む画像データに応じた画像のサイズと印刷する用紙
のサイズとが見合っていなくとも、画像を不必要に欠落させることなく、適切なレイアウ
トで印刷することが可能になるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施の一形態に係るデジタルカラー画像形成装置の構成図であり、コピ
ーモードにて印刷対象画像を印刷する場合の画像データの流れを示している。
【図２】図１の画像形成装置の構成図であり、コピーモードかつフルカラーモードにてプ
レビュー表示を行う際の画像データの流れを示している。
【図３】図１の画像形成装置における変倍部と制御部とで構成される本発明の一態様の変
倍手段にて実施する変倍処理の手順を示すフローチャートである。
【図４】図１の画像形成装置において、２値化画像に基づいて傾きの算出の仕方を説明す
る図面である。
【図５】図１の画像形成装置における変倍部と制御部とで構成される本発明の一態様の変
倍手段にて実施される変倍率算出処理の手順を示すフローチャートである。
【図６】（ａ）（ｂ）共に、出力用紙サイズとこれに印刷される画像サイズとを示す説明
図である。
【図７】図１の画像形成装置における変倍部と制御部とで構成される本発明の一態様の変
倍手段にて実施される、入力原稿サイズが、長辺、短辺共に、出力用紙サイズより小さい
場合の変倍処理の手順を示すフローチャートである。
【図８】図１の画像形成装置における変倍部と制御部とで構成される本発明の一態様の変
倍手段の機能ブロック図を記載する。
【図９】図１の画像形成装置における変倍部と制御部とで構成される本発明の一態様の変
形例の変倍手段にて実施される変倍率算出処理の手順を示すフローチャートである。
【図１０】図１の画像形成装置における変倍部と制御部とで構成される本発明の一態様の
変形例の変倍手段の機能ブロック図を記載する。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施の一形態について、詳細に説明する。
＜画像形成装置の説明＞  
　図１は、本発明に係る一実施例としてのデジタルカラー画像形成装置１の構成図である
。図１においては、コピーモードにて印刷対象画像を印刷する場合の画像データの流れを
示している。デジタルカラー画像形成装置１は、画像入力装置２、画像出力装置４、画像
表示装置６、記憶部８、操作パネル９、制御部１０、および画像処理装置２０を備えてい
る。以下では、ユーザがコピーモードを選択した時の上記各部の処理について説明する。
【００１６】
　画像入力装置２はＣＣＤ（Charge Coupled Device）ラインセンサからなり、原稿から
反射してきた光をＲ、Ｇ、Ｂ（Ｒ：赤・Ｇ：緑・Ｂ：青）に色分解された電気信号に変換
する。ＣＣＤラインセンサにより入力されたカラー画像信号（ＲＧＢアナログ信号）は、
画像処理装置２０に入力される。
【００１７】
　画像処理装置２０は、Ａ／Ｄ（アナログ・デジタル）変換部２１、シェーディング補正
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部２２、入力処理部２３、原稿自動判別部２４、下地除去処理部２５、色補正部２６、黒
生成／下色除去部２７、空間フィルタ部２８、変倍部２９、出力階調補正部３０、中間調
生成部３１、および領域分離部３２を備えている。
【００１８】
　画像処理装置２０に入力されたカラー画像信号（ＲＧＢアナログ信号）は、Ａ／Ｄ変換
部２１にてデジタル信号に変換され、シェーディング補正部２２にて画像入力装置２の照
明系、結像系、撮像系で生じる各種の歪みが取り除かれたのち、入力処理部２３にてＲＧ
Ｂ信号のそれぞれに対してγ補正処理などが施される。
【００１９】
　入力処理部２３から出力されたデータは、ハードディスクなどからなる記憶部８に引き
渡されファイリングデータとして管理される。この場合、上記画像データは、例えば、Ｊ
ＰＥＧ圧縮アルゴリズムに基づいてＪＰＥＧコードに圧縮されて格納される。コピー出力
動作やプリント出力動作が指示された場合は、記憶部８からＪＰＥＧコードが引き出され
、不図示のＪＰＥＧ伸張部に引き渡され、復号化処理がなされＲＧＢデータに変換される
。
【００２０】
　一方、イメージ送信動作の場合は、記憶部８からＪＰＥＧコードが引き出され、不図示
のＪＰＥＧ伸張部に引き渡され、復号化処理がなされＲＧＢデータに変換された後、ＰＤ
Ｆファイルに変換され、図示しないメール処理部にて電子メールに添付されて、ネットワ
ーク網や通信回線を介して外部接続装置や通信回線へ向けてデータが伝送される。なお、
ファイリングデータの管理やデータの引き渡しの動作制御については制御部１０が行うも
のとする。また、後述する原稿自動判別部２４で処理は行われた後の画像データをファイ
リングする構成としても良い。
【００２１】
　原稿自動判別部２４は、入力画像データに基づき、読み取られた原稿がカラー原稿であ
るか白黒原稿であるのかの判別を行う処理である自動カラー判別処理（ＡＣＳ：Auto Col
or Selection）やブランク原稿であるか否か（無地の原稿であるか否か）、原稿の種別が
文字原稿、印刷写真原稿、文字と印刷写真とが混在した文字印刷写真原稿であるか、ある
いは、原稿にどれくらいの濃さの下地が存在するか（下地検知）等の判定処理を行う。
【００２２】
　領域分離部３２においては、入力画像データの各画素がどのような種類の領域に属する
か、たとえば黒文字、色文字、網点などいずれの領域に属する画素であるのかの判定を下
す処理が行われる。領域分離結果である領域分離信号は、後段の黒生成／下色除去部２７
、空間フィルタ部２８、中間調生成部３１に出力される。
【００２３】
　下地除去処理部２５では、原稿自動判別部２４での判定結果や、ユーザによって操作パ
ネル９から入力される下地除去の除去レベルに基づいて下地除去処理を行う。
【００２４】
　色補正部２６では、ＲＧＢ信号の補色であるＣＭＹ（Ｃ：シアン・Ｍ：マゼンタ・Ｙ：
イエロー）信号が生成されると共に色再現性を高める処理が施され、黒生成／下色除去部
２７にてＣＭＹＫ（Ｋ：黒）４色信号に変換され、空間フィルタ部２８ではＣＭＹＫ信号
に対して強調処理や平滑化処理がなされる。
【００２５】
　変倍部２９ではユーザが指定した倍率、あるいは、ページ集約機能（2in1、4in1など）
や縁無し印刷など、予め定められた倍率に応じて変倍処理を実施する。但し、変倍率によ
って、本処理部はスルー（処理を行わない）となる場合がある（変倍率が１００％の場合
）。そして、詳細については後述するが、変倍部２９は、写真コピーあるいは写真プリン
トである場合、画像のサイズと画像を印刷する用紙のサイズとを比較して、短辺および長
辺のうちの何れか縮める割合がより大きい方の辺を基準として変倍処理する。
【００２６】
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　出力階調補正部３０では、用紙等の記録媒体に出力するための出力γ補正処理がなされ
、中間調生成部３１では画像を出力するための階調再現処理が行われる。
【００２７】
　中間調生成部３１から出力されたＣＭＹＫ信号は画像出力装置４に引き渡されて出力画
像が形成される。画像出力装置４は電子写真方式プリンタやインクジェット方式プリンタ
、昇華型プリンタ等の画像を再現する装置である。
【００２８】
　画像出力装置４として昇華型プリンタを用いる場合、色補正部２６では、昇華型プリン
タの出力特性に基づいて、ＲＧＢ信号をＲ’Ｇ’Ｂ’信号に変換する処理がなされ、黒生
成／下色除去部２７、中間調生成部３１での処理はスルーとなる。昇華型プリンタでは、
入力されたＲ’Ｇ’Ｂ’信号は、プリンタドライバによりＣＭＹ画像データに変換され、
画素毎に階調表現がなされる。
【００２９】
　画像出力装置４として、電子写真方式と昇華型プリンタを備え、写真コピー（写真をス
キャナで読み込んで出力する）、あるいは、写真プリント（例えば、ＵＳＢメモリに格納
されている写真の電子データを読み出して出力する）が選択されたとき、昇華型プリンタ
で出力するようにしても良い。
【００３０】
　操作パネル９は、画像形成装置１に対する各種の入力指示を受け付けるものであり、入
力原稿のサイズがユーザにて入力された場合は、制御部１０とで、画像データに応じた画
像のサイズを検知する画像サイズ検知部として機能する。また、操作パネル９は、出力用
紙がユーザにて指定された場合は、制御部１０とで、画像データに応じた画像を印刷する
用紙のサイズを検知する用紙サイズ検知部として機能する。
【００３１】
　図２は、図１と同様に画像形成装置１の構成図であるが、コピーモードにて印刷対象画
像のプレビューを表示する場合に画像処理装置２０の各ブロックにて実行される処理の内
容と、コピーモードかつフルカラーモードにてプレビュー表示を行う際の画像データの流
れを示している。
【００３２】
　なお、Ａ/Ｄ変換部２１、シェーディング補正部２２、原稿自動判別部２４、入力処理
部２３、下地除去処理部２５の処理については、印刷処理時と同じであるため、以下では
その説明を省略する。
【００３３】
　色補正部２６は、フルカラーモードが選択されている場合、下地除去処理部２５から出
力されたＲＧＢの画像データを、画像表示装置６の表示特性に適合したＲ”Ｇ”Ｂ”の画
像データに変換する処理を行う。なお、ＲＧＢの画像データをＲ”Ｇ”Ｂ”の画像データ
に変換する処理は、入力値（ＲＧＢ）と出力値（Ｒ”Ｇ”Ｂ”）とを対応付けたＬＵＴを
作成し、作成したＬＵＴから出力値をルックアップすることによって実現することができ
る。
【００３４】
　黒生成／下色除去部２７、空間フィルタ部２８は、プレビュー表示時は処理を行わず、
当該画像データをそのまま次の処理部へ引き渡す（スルーする）。
【００３５】
　変倍部２９ではユーザが指定した倍率、あるいは、ページ集約機能（2in1、4in1など）
や縁無し印刷など、予め定められた倍率に応じて変倍処理を実施し、詳細については後述
する。
【００３６】
　そして、出力階調補正部３０、中間調生成部３１は、変倍部２９から出力されるＲ”Ｇ
”Ｂ”の画像データに対して何も処理を行わず、画像データはそのまま後段の画像表示装
置６に引き渡されてプレビュー画像が表示される。
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＜変倍手段の説明＞
　変倍部２９と制御部１０とは、写真コピーあるいは写真プリントである場合に、画像の
サイズと画像を印刷する用紙のサイズとを比較して、短辺および長辺のうちの何れか縮め
る割合がより大きい方の辺を基準として変倍処理する。本発明における一態様の変倍手段
は、変倍部２９と制御部１０とで構成される。まず、写真コピー、あるいは写真プリント
を行うと判定する条件について説明する。なお、このような判定は、制御部１０が行う。
【００３７】
　画像形成装置１の制御部１０は、操作パネル９より、写真プリントが選択されたとき、
写真プリントであると判定する。写真プリントの場合、後述する画像データの短辺、長辺
の比率を求める際は、画素数を用いて行う。
【００３８】
　一方、画像形成装置１の制御部１０は、以下に示す（ア）～（ウ）の場合に、写真コピ
ーであると判定する。
（ア）操作パネル９より、写真コピーが選択されたとき
（イ）操作パネル９より、出力用紙サイズとして、Ｌ版、２Ｌ版、四切等、写真の規格サ
イズが選択されたとき
（ウ）原稿自動判別部２４が原稿種別判別処理により、印画紙写真原稿、あるいは文字／
印画紙写真原稿（写真の上、あるいは下などに文字が挿入された写真）と判定したとき
　上記（ア），（イ）のように、操作パネル９での選択がなされることなく、原稿自動判
別部２４が原稿種別判別処理を行った結果、印画紙写真原稿、あるいは文字／印画紙写真
原稿と判別した場合に、写真コピーとしての処理を行って良いか否か、具体的には、上述
した短辺および長辺のうちの何れか縮める割合がより大きい方の辺を基準とした変倍処理
を行うか否かの指示の入力を、ユーザに促すようにしても良い。
【００３９】
　以下の説明では、印画紙写真（原稿）、あるいは文字／印画紙写真（原稿）について、
写真コピーを行う場合について説明するが、印画紙写真（原稿）、あるいは文字／印画紙
写真（原稿）に限定されるものではなく、印刷写真や文字印刷写真（例えば、新聞や雑誌
の切り抜き）等に対して、写真コピーを行うようにしても良い。
【００４０】
　原稿自動判別部２４による原稿種別の判別方法としては、例えば、特開２００２－２３
２７０８号公報に記載されている方法を用いることができる。
（１）注目画素を含むｎ×ｍ（例えば、７×１５）のブロックにおける最小濃度値および
、最大濃度値を算出する。
（２）算出された最小濃度値及び最大濃度値を用いて最大濃度差を算出する。
（３）隣接する画素の濃度差の絶対値の総和である総和濃度繁雑度（例えば、主走査方向
と副走査方向について算出した値の和）を算出する。
（４）算出された最大濃度差と最大濃度差閾値との比較及び算出された総和濃度繁雑度と
総和濃度繁雑度閾値との比較を行う。最大濃度差＜最大濃度差閾値および総和濃度繁雑度
＜総和濃度繁雑度閾値のとき、注目画素は下地・印画紙写真領域に属すると判定する。上
記条件を充たさないとき、注目画素は文字・網点領域に属すると判定する。
（５）上記（４）において、下地・印画紙写真領域に属すると判定された画素について、
注目画素が、最大濃度差＜下地・印画紙写真判定閾値を充たすとき、下地画素であると判
定し、上記条件を充たさないとき、印画紙写真（連続階調領域）画素であると判定する。
（６）（上記４）において、文字・網点領域に属すると判定された画素について、注目画
素が、総和濃度繁雑度＜最大濃度差に文字・網点判定閾値を掛けた値の条件を充たすとき
、文字画素であると判定し、上記条件を充たさないとき、網点画素であると判定する。
（７）下地領域、印画紙写真領域、文字領域および網点領域に分類された画素数をカウン
トし、それぞれのカウント値と予め定められている下地領域、印画紙写真領域、網点領域
及び文字領域に対する閾値と比較して原稿全体の種別を判定する。例えば、文字、網点、
印画紙写真の順に検出精度が高いとすると、文字領域の比率が全画素数の３０％以上の場
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合には文字原稿、網点領域の比率が全画素数の２０％以上の場合には網点原稿（印刷写真
原稿）、印画紙写真領域の比率が全画素数の１０％以上の場合には印画紙写真原稿である
と判定する。また、文字領域の比率と網点領域の比率とが、それぞれ閾値以上であるとき
、文字／網点原稿（文字印刷写真原稿）であると判定する。
【００４１】
　図８に、変倍部２９と制御部１０とで構成される本発明の一態様の変倍手段の機能ブロ
ック図を記載する。
【００４２】
　画像サイズ検知部５５が、画像データに応じた画像のサイズである入力原稿サイズを検
知する。用紙サイズ検知部５６が、画像データに応じた画像を印刷する用紙のサイズであ
る出力用紙サイズを検知する。比率算出部５１が、入力原稿サイズに基づいて、長辺に対
する短辺の比率である“入力原稿短辺／入力原稿長辺”（第１比率）を求める。比較部５
２が、比率算出部５１で算出された“入力原稿短辺／入力原稿長辺”と、出力用紙サイズ
に基づいて決定される長辺に対する短辺の比率である出力用紙別閾値（閾値）とを比較す
る。変倍率算出部５３は、比較部５２にて、“入力原稿短辺／入力原稿長辺”が出力用紙
別閾値よりも小さい場合に、出力用紙長辺と入力原稿長辺とに基づいて変倍率を算出し、
入力原稿短辺／入力原稿長辺”が出力用紙別閾値以上の場合に、出力用紙短辺と入力原稿
短辺とに基づいて変倍率を算出する。変倍率算出部５３には、入力解像度と出力解像度と
がそれぞれ入力され、変倍率を左右するこれら解像度を加味して算出する。算出された変
倍率は変倍処理部５４に入力され、変倍処理部５４は、変倍率算出部５３にて算出された
変倍率を用いて画像データに変倍処理を施す。
【００４３】
　図３のフローチャートに、変倍部２９と制御部１０とで構成される変倍手段による変倍
処理の手順を示す。変倍処理における変倍率は、入力原稿サイズと出力用紙サイズとから
求められ、制御部１０が、入力原稿サイズおよび出力用紙サイズを求めてこれを設定し（
Ｓ１）、変倍率を算出し（Ｓ２）、変倍部２９が変倍処理する（Ｓ３）。
【００４４】
　入力原稿サイズの検知は、上述したように、操作パネル９より入力されてもよいが、そ
れ以外の方法として、例えば、次の方法を用いて行うこともできる。
【００４５】
　まず、入力画像データに対してモノクロ化および２値化を行う。モノクロ化（輝度値に
変換）については入力画像データの各色成分を、それぞれInR、InG、InBとした場合、例
えば、以下の式１を用いればよい。２値化の閾値は、例えば２００とし、上記式１の出力
値Outを入力値として、２００以上であれば０を、２００未満であれば１を出力すればよ
い。
【００４６】
　　　　Out＝InR×0.3＋InG×0.59＋InB×0.11　‥‥式１
　次に、２値化画像に基づいて傾きを算出する。傾きについては、図４に示すように、２
値化後のデータ（２値画像データ）に対して、頂点のうちの２箇所（X1,Y1）、（X2,Y2）
を求めて、以下の式２にて傾きαを算出する。
【００４７】
　具体的には、
（ｉ）主走査方向の画素をx、副走査方向の画素をy、それぞれの画像サイズをXwidth、Yw
idth、画素（x,y）の濃度値をF（x,y）とした場合、画像の左上（x=1,y=1）の画素から、
主走査方向にF（x,y）の値が１であるか否かを判定し、１でなければ主走査方向にXwidth
まで判定を継続し、Xwidthまで判定し終えたら、副走査方向に1画素ずらして判定を継続
し、F（x,y）=1となった画素をX1、Y1とする。
（ii）次に、画像の左上（x=1,y=1）の画素から、副走査方向にF（x,y）の値が１である
か否かを判定し、１でなければ副走査方向にYwidthまで判定を継続し、Ywidthまで判定し
終えたら、主走査方向に1画素ずらして判定を継続し、F（x,y）=1となった画素をX2、Y2
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とする。
（iii）上記（ｉ）（ii）にて求められた（X1,Y1），（X2,Y2）から下記式２に基づいて
傾きαを算出する。
【００４８】
　　　　α＝（Y2-Y1）/（X2-X1）　‥‥式２
（iv）算出された傾きαと予め定められた閾値Thα（例えば０．０５＝約５度）とを比較
し、閾値以上であれば傾きありと判定し、閾値未満であれば傾きなしと判定する。
【００４９】
　上記処理により、傾きありと判定された場合は、傾きを補正し、主走査方向、副走査方
向の画素数を求め、読み取りの解像度に対して、予め作成された主走査方向および副走査
方向の画素数と入力原稿サイズとの関係より、入力原稿サイズの判定を行う。
【００５０】
　具体的には、例えば、表２に示すように、読み取りの解像度に対して、代表的な写真原
稿のサイズと画素数を対応付けた表を予め作成して保持しておく。上記処理により、傾き
ありと判定された場合は、傾きを補正し、主走査方向、副走査方向の画素数を求める一方
、表２を参照して画素数との差分を求め、主走査方向、副走査方向とも差分が最も小さく
なるサイズを入力原稿のサイズであると判定する。
【００５１】
　なお、設定している解像度が６００ｄｐｉと異なる場合は（表２は３００ｄｐｉ設定）
、対象の解像度と６００ｄｐｉとの比で補正することにより、画素数を求め、上記と同様
の方法で入力原稿のサイズを判定する。あるいは、求められた主走査方向、副走査方向の
画素数を解像度で除し、インチをミリに変換して入力原稿のサイズとして求めてもよい。
【００５２】
【表２】

【００５３】
　入力原稿サイズの検知のその他の方法として、入力原稿サイズは、画像入力装置２内に
フォトトランジスタなどの光電変換素子を配置しておくことにより、規格サイズの写真が
検知されるようにして決定しても良い。
【００５４】
　また、上述したように、操作パネル９よりユーザに入力原稿サイズを入力するよう促す
ようにしても良い。入力原稿サイズの入力は、Ｌ判、２Ｌ判、四切、パノラマ、Ｂ５、Ａ
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４等の名称が操作パネル９に表示されていてユーザが選択するという手法で良い。また、
原稿台の原稿を置くガラス面の縁の部材に１ミリメートル単位の目盛りを印刷しておき、
その目盛りにより、原稿サイズを確認して、操作パネル９から、縦、横の実寸法をミリメ
ートル単位で入力するという手法でも良い。
【００５５】
　一方、出力用紙サイズは、操作パネル９より選択される、印刷可能なＬ判、２Ｌ判、四
切等の写真の規格サイズである。
【００５６】
　図３のフローチャートにおけるＳ２においては、このように決まる入力原稿サイズと出
力用紙サイズとに基づいて、変倍率を算出する。図５は、本発明の一態様の変倍手段にて
実施される変倍率算出処理の手順を示すフローチャートである。
【００５７】
　ここでは、入力原稿サイズ（画像のサイズ）に基づいて、入力原稿長辺に対する入力原
稿短辺の比率（第１比率）である“入力原稿短辺／入力原稿長辺”を求め、求めた入力原
稿短辺／入力原稿長辺”と、出力用紙サイズ（用紙のサイズ）に基づいて決定される出力
用紙別閾値（閾値）とを比較する（Ｓ１１）。“入力原稿短辺／入力原稿長辺”が出力用
紙別閾値よりも小さい場合に、出力用紙長辺と入力原稿長辺とに基づいて変倍率を算出し
（Ｓ１２）、入力原稿短辺／入力原稿長辺”が出力用紙別閾値以上の場合には、出力用紙
短辺と入力原稿短辺とに基づいて変倍率を算出する（Ｓ１３）。
【００５８】
　出力用紙サイズ（用紙のサイズ）に基づいて決定される出力用紙別閾値（閾値）とは、
上述したように、出力用紙長辺に対する出力用紙短辺の比率である。また、Ｓ１２、Ｓ１
３においては、マージンを考慮して変倍率を設定する。
【００５９】
　以下、具体例を上げて説明する。
【００６０】
　具体例１：入力原稿サイズがＨＶ（８９ｍｍ×１５８ｍｍ）、出力用紙サイズがＬ判（
８９ｍｍ×１２７ｍｍ）の場合、入力原稿の短辺８９ｍｍと入力原稿の長辺１５８ｍｍの
比を求め（比率算出部、図８参照）、出力用紙Ｌ判用閾値０．７００８（Ｌ版の短辺／長
辺＝８９／１２７）と比較する（比較部５２）。
【００６１】
　入力原稿の短辺／長辺＝８９ｍｍ／１５８ｍｍ＝０．５６３３となり、０．５６３３＜
閾値０．７００８となるため、変倍率＝（出力用紙長辺＋マージンＬ×２）／入力原稿長
辺を計算する（変倍率算出部５３）。
【００６２】
　なお、ここでのマージンＬというのは、画像出力装置４である印刷装置が紙送り機構の
機械的精度に起因して供給される用紙の位置が規定位置からずれたとしても、必ず長辺方
向には縁が出ないように出力できるようにするためのもので、例えば３ｍｍとする。この
場合、変倍率＝（１２７＋３×２）／１５８＝０．８４１８倍となる。
【００６３】
　ただし、入力解像度、出力解像度が共に３００ｄｐｉで同じであれば、変倍率はそのま
ま０．８４２倍であるが、入力解像度が６００ｄｐｉ、出力解像度が３００ｄｐｉであれ
ば、変倍率は半分の０．４２０９倍となる。入力解像度、出力解像度は、画像形成装置の
操作パネル９より設定可能であり、新たな設定が成されない場合は、デフォルトの値が設
定される。コンピュータにスキャナやプリンタがＵＳＢケーブルやネットワークを介して
接続されている場合は、スキャナの読取条件、プリンタの印刷条件設定画面より入力解像
度、出力解像度を設定することができる。
【００６４】
　具体例２：入力原稿サイズが六切（２０３ｍｍ×２５４ｍｍ）、出力用紙サイズが２Ｌ
判（１２７ｍｍ×１７８ｍｍ）の場合、入力原稿の短辺２０３ｍｍと入力原稿の長辺２５
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４ｍｍの比を求め、出力用紙２Ｌ判用閾値０．７１３５と比較する。
【００６５】
　入力原稿の短辺／長辺＝２０３ｍｍ／２５４ｍｍ＝０．７９９２となり、０．７９９２
＞０．７１３５となるため、変倍率＝（出力用紙短辺＋マージンＳ×２）／入力原稿短辺
を計算する。なお、ここでのマージンＳというのは、画像出力装置４である印刷装置が紙
送り機構の機械的精度に起因して供給される用紙の位置が規定位置からずれたとしても、
必ず短辺方向には縁が出ないように出力できるようにするためのもので、例えば３ｍｍと
する。この場合、変倍率＝（１２７＋３×２）／２０３＝０．６５５２倍となる。
【００６６】
　ただし、入力解像度、出力解像度が共に３００ｄｐｉで同じであれば、変倍率はそのま
ま０．６５５倍であるが、入力解像度が６００ｄｐｉ、出力解像度が３００ｄｐｉであれ
ば、変倍率は半分の０．３２７６倍となる。
【００６７】
　以上のように、変倍率が算出され、これに基づいて変倍処理が行われる。なお、変倍処
理は一般的に公知である「ニアレストネイバー」「バイリニア」「バイキュービック」等
の補間方法を用いて行う。
【００６８】
　具体例１の入力原稿サイズがＨＶ（８９ｍｍ×１５８ｍｍ）、出力用紙サイズがＬ判（
８９ｍｍ×１２７ｍｍ）の場合、入力解像度が６００ｄｐｉ、出力解像度が３００ｄｐｉ
であれば、変倍率は０．４２０９倍となる。この場合、入力画像は短辺２１０２画素、長
辺３７３２画素であるが、これを０．４２０９倍すると、図６（ａ）のように、出力画像
は短辺８８５画素、長辺１５７１画素となる。これにより、長辺側だけ上記マージンＬ×
２の分だけ画像が出力されないが、短辺側は全て出力され、入力原稿の重要な部分は削除
されることなく、出力用紙に最大限の大きさで入力原稿のコピー画像が印刷される。
【００６９】
　具体例２の入力原稿サイズが六切（２０３ｍｍ×２５４ｍｍ）、出力用紙サイズが２Ｌ
判（１２７ｍｍ×１７８ｍｍ）の場合、入力解像度が６００ｄｐｉ、出力解像度が３００
ｄｐｉであれば、変倍率は０．３２７６倍となる。この場合、入力画像は短辺４７９５画
素、長辺６０００画素であるが、これを０．３２７６倍すると、図６（ｂ）のように、出
力画像は短辺１５７１画素、長辺１９６６画素となる。これにより、短辺側だけ上記マー
ジンＳ×２の分だけ画像が出力されないが、長辺側は全て出力され、入力原稿の重要な部
分は削除されることなく、出力用紙に最大限の大きさで入力原稿のコピー画像が印刷され
る。
【００７０】
　以上のように、変倍部２９および制御部１０が、写真コピーあるいは写真プリントであ
る場合に、画像のサイズと画像を印刷する用紙のサイズとを比較して、短辺および長辺の
うちの何れか縮める割合がより大きい方の辺を基準として変倍処理することにより、上記
マージンの範囲で入力原稿の画像の上下あるいは左右の一方は削られて印刷され、白枠部
分ができる場合はあるが、ほとんど元の画像が出力用紙に適切に収まって印刷される。
【００７１】
　一方、入力原稿サイズが、長辺、短辺共に、出力用紙サイズより小さい場合は、変倍率
算出を上記とは別の変倍率にしても良い。図７のフローチャートに、変倍部２９と制御部
１０とで実施する、入力原稿サイズが、長辺、短辺共に、出力用紙サイズより小さい場合
の変倍処理の手順を示す。
【００７２】
　入力原稿の短辺が出力用紙の短辺よりも短く、かつ、入力原稿の長辺が出力用紙の長辺
よりも短い場合は、変倍率＝出力解像度／入力解像度とする。例えば、入力解像度、出力
解像度共に３００ｄｐｉで有れば、変倍率は１となり、変倍処理は行わなくても良く、入
力解像度が６００ｄｐｉ、出力解像度が３００ｄｐｉであれば、変倍率は０．５となる。
【００７３】
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　入力原稿の短辺が出力用紙の短辺よりも短くない、あるいは、入力原稿の長辺が出力用
紙の長辺よりも短くない場合は、出力用紙別閾値と比較する前記の処理により変倍率を算
出する。このように、入力原稿の方が出力用紙より小さい場合は、原稿と同じ大きさで画
像を印刷することができる。
【００７４】
　但し、２倍に拡大して出力できるような不要に大きいサイズの出力用紙をユーザが選択
することも考えられ、このような場合に対応する処置として、入力原稿サイズが確定した
後、以下のような処理を行ってもよい。すなわち、小さい出力用紙サイズを推奨するメッ
セージを画像表示装置に表示する。あるいは、出力用紙を選択する際、不要に大きい出力
用紙を選択不可にする。この例では、例えば、プレスキャンを行って入力原稿のサイズを
判定した後、出力用紙の選択を行う。入力原稿が出力用紙に収まるように拡大して表示し
、拡大処理を行うことが推奨される旨を通知する。あるいは、出力用紙サイズと入力原稿
サイズを表示し、ユーザに注意を促す。
【００７５】
　また、画像処理装置２０に図２の画像表示装置６が接続されている場合、画像出力装置
４から画像を出力（印刷）する前に、画像表示装置６において出力用紙に対する画像出力
のイメージをプレビュー表示する。そのプレビュー表示は、前述の変倍率に基づいたもの
とするが、出力用紙の画素数と、出力用紙のプレビュー表示画素数とは異なるため、その
比を出力（印刷）用の変倍率に乗じて、プレビュー表示用の変倍率を算出する。
【００７６】
　例えば、図６（ａ）の例の場合、出力用紙にＬ判が選択されていて、印刷の出力解像度
が３００ｄｐｉで出力用紙部分は長辺１５００画素、このとき、プレビュー表示用の出力
用紙部分の長辺が３７５画素であれば、０．２５（＝３７５／１５００）を印刷用の変倍
率０．４２０９に乗じた結果の０．１０５２がプレビュー表示用の変倍率となる。
【００７７】
　これに基づいて変倍処理されてプレビュー表示用の画像データが生成され、プレビュー
表示される。そして、ユーザは、そのプレビュー表示の初期状態から、必要に応じて、操
作パネル９を通じて変倍率を変更しても良い。ユーザが変倍率を変更した場合でも、それ
に０．２５を乗じることでプレビュー表示用の画像が生成され、ユーザの操作パネル９か
らの出力指示により、最終設定後の変倍率（０．２５を乗じる前の変倍率）によりコピー
画像が生成され、印刷される。
＜変形例の変倍手段の説明＞
　図１０に、本発明の一態様の変形例の変倍手段部の機能ブロック図を記載する。
【００７８】
　画像サイズ検知部５５が、画像データに応じた画像のサイズである入力原稿サイズを検
知する。用紙サイズ検知部５６が、画像データに応じた画像を印刷する用紙のサイズであ
る出力用紙サイズを検知する。比率算出部５１が、入力原稿サイズおよび出力用紙サイズ
に基づいて、入力原稿長辺に対する出力用紙長辺の比率である“出力用紙長辺／入力原稿
長辺”（長辺比率）と、入力原稿短辺に対する出力用紙短辺の比率である“出力用紙短辺
／入力原稿短辺”（短辺比率）とを求める。比較部（判定部）５８が、比率算出部５１で
算出された“出力用紙長辺／入力原稿長辺”と“出力用紙短辺／入力原稿短辺”の大小を
判定する。変倍率算出部５３は、比較部５８にて小さいと判定された方の比率に基づいて
変倍率を算出する。算出された変倍率は変倍処理部５４へ入力され、変倍処理部５４は、
変倍率算出部５３にて算出された変倍率を用いて画像データに変倍処理を施す。
【００７９】
　図９のフローチャートに、本発明の一態様の変形例の変倍手段にて実施される変倍率算
出処理の手順を示す。
【００８０】
　ここでは、入力原稿サイズ（画像のサイズ）と出力用紙サイズ（用紙のサイズ）に基づ
いて、入力原稿長辺に対する出力用紙長辺の比率である“出力用紙長辺／入力原稿長辺”
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（長辺比率）と、入力原稿短辺に対する出力用紙短辺の比率である“出力用紙短辺／入力
原稿短辺”（短辺比率）とを求め、求めた“出力用紙長辺／入力原稿長辺”と“出力用紙
短辺／入力原稿短辺”とを比較する（Ｓ３１）。“出力用紙長辺／入力原稿長辺”が“出
力用紙短辺／入力原稿短辺”よりも小さい場合に、出力用紙長辺と入力原稿長辺とに基づ
いて変倍率を算出し（Ｓ３２）、出力用紙長辺／入力原稿長辺”が“出力用紙短辺／入力
原稿短辺”以上の場合に、出力用紙短辺と入力原稿短辺とに基づいて変倍率を算出する（
Ｓ３３）。ここでも、Ｓ３２、Ｓ３３においては、マージンを考慮して変倍率を設定する
。
【００８１】
　以下、具体例を上げて説明する。
【００８２】
　具体例３：入力原稿サイズがＨＶ（８９ｍｍ×１５８ｍｍ）、出力用紙サイズがＬ判（
８９ｍｍ×１２７ｍｍ）の場合、入力原稿の長辺１５８ｍｍに対する出力用紙の長辺１２
７ｍｍの比率と、入力原稿の短辺８９ｍｍに対する出力用紙の短辺８９ｍｍの比率を求め
（比率算出部５１）、２つの比率の大小を比較する（比較部５８）。
【００８３】
　出力用紙の長辺／入力原稿の長辺＝１２７ｍｍ／１５８ｍｍ＝０．８０３８となり、出
力用紙の短辺／入力原稿の短辺＝８９ｍｍ／８９ｍｍ＝１となる。つまり、入力原稿の長
辺１５８ｍｍに対する出力用紙の長辺１２７ｍｍの比率の方が、入力原稿の短辺８９ｍｍ
に対する出力用紙の短辺８９ｍｍの比率よりも小さくなるので、この長辺の情報に基づい
て変倍率を算出する。変倍率＝（出力用紙の長辺＋マージンＬ×２）／入力原稿の長辺を
計算する（変倍率算出部５３）。
【００８４】
　この場合、変倍率＝（１２７＋３×２）／１５８＝０．８４１８倍となる。ただし、入
力解像度、出力解像度が共に３００ｄｐｉで同じであれば、変倍率はそのまま０．８４２
倍であるが、入力解像度が６００ｄｐｉ、出力解像度が３００ｄｐｉであれば、変倍率は
半分の０．４２０９倍となる。
【００８５】
　具体例４：入力原稿サイズが六切（２０３ｍｍ×２５４ｍｍ）、出力用紙サイズが２Ｌ
判（１２７ｍｍ×１７８ｍｍ）の場合、原稿の長辺２５４ｍｍに対する出力用紙の長辺１
７８ｍｍの比率と、原稿の短辺２０３ｍｍに対する上記出力用紙の短辺１２７ｍｍの比率
を求め（比率算出部５１）、２つの比率の大小を比較する（比較部５８）。
【００８６】
　出力用紙の長辺／入力原稿の長辺＝１７８ｍｍ／２５４ｍｍ＝０．７００８となり、出
力用紙の短辺／入力原稿の短辺＝１２７ｍｍ／２０３ｍｍ＝０．６２５６となる。つまり
、入力原稿の短辺２０３ｍｍに対する出力用紙の短辺１２７ｍｍの比率の方が入力原稿の
長辺２５４ｍｍに対する出力用紙の長辺１７８ｍｍの比率よりも小さく、この短辺の情報
に基づいて変倍率を算出する。変倍率＝（出力用紙短辺＋マージン×２）／入力原稿短辺
を計算する（変倍率算出部５３）。
【００８７】
　この場合、変倍率＝（１２７＋３×２）／２０３＝０．６５５２倍となる。ただし、入
力解像度、出力解像度が共に３００ｄｐｉで同じであれば、変倍率はそのまま０．６５５
２倍であるが、入力解像度が６００ｄｐｉ、出力解像度が３００ｄｐｉであれば、変倍率
は半分の０．３２７６倍となる。
【００８８】
　〔まとめ〕
　本発明の一態様に係る画像処理装置は、写真を含む画像データに対して印刷装置で画像
データに応じた画像を印刷するための画像処理を行う画像処理装置において、前記画像デ
ータに応じた画像のサイズを検知する画像サイズ検知部と、前記画像データに応じた画像
を印刷する用紙のサイズを検知する用紙サイズ検知部と、前記画像サイズ検知部にて検知
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された画像のサイズと、前記用紙サイズ検知部で検知された用紙のサイズとを比較して上
記画像データに変倍処理を施す変倍手段とを備え、前記変倍手段は、前記画像のサイズと
前記用紙のサイズとを比較して、短辺および長辺のうちの何れか縮める割合がより大きい
方の辺を基準として変倍処理する構成である。
【００８９】
　上記構成によれば、写真を含む画像を適切なレイアウトで印刷出力することができる。
【００９０】
　さらに、本発明の一態様に係る画像処理装置において、前記変倍手段は、前記画像のサ
イズに基づいて、長辺に対する短辺の比率である第１比率を求める比率算出部と、前記比
率算出部で算出された前記第１比率と、前記用紙のサイズに基づいて決定される長辺に対
する短辺の比率である閾値とを比較する比較部と、前記比較部にて、前記第１比率が前記
閾値よりも小さい場合に、前記用紙の長辺と前記画像の長辺とに基づいて変倍率を算出し
、前記第１比率が前記閾値以上の場合に、前記用紙の短辺と前記画像の短辺とに基づいて
変倍率を算出する変倍率算出部と、前記変倍率算出部にて算出された変倍率を用いて前記
画像データに変倍処理を施す変倍処理部よりなる構成であってもよい。
【００９１】
　さらに、本発明の一態様に係る画像処理装置において、前記変倍手段は、前記画像のサ
イズおよび前記用紙のサイズに基づいて、前記画像の長辺に対する前記用紙の長辺の比率
である長辺比率と、前記画像の短辺に対する前記用紙の短辺の比率である短辺比率を求め
る比率算出部と、前記比率算出部で算出された前記長辺比率と前記短辺比率の大小を判定
する判定部と、前記判定部にて小さいと判定された方の比率に基づいて変倍率を算出する
変倍率算出部と、前記変倍率算出部にて算出された変倍率を用いて前記画像データに変倍
処理を施す変倍処理部よりなる構成であってもよい。
【００９２】
　さらに、本発明の一態様に係る画像処理装置において、上記変倍率算出部は、上記原稿
の読み取りを行う入力解像度と、上記画像データに画像処理を施して出力する際の出力解
像度を考慮して上記変倍率の算出を行う構成としてもよい。
【００９３】
　これによれば、原稿の読取りを行う入力解像度と、画像出力装置で出力する際の出力解
像度が異なる場合、入力解像度、出力解像度を考慮して適切な変倍率を設定することがで
きる。
【００９４】
　さらに、本発明の一態様に係る画像処理装置において、上記比較部は、上記原稿の短辺
と上記出力用紙サイズの短辺の長さ、および、上記原稿の長辺と上記出力用紙サイズの長
辺の長さを比較し、上記原稿の短辺の長さが上記出力用紙サイズの短辺の長さより小さく
、且つ、上記原稿の長辺の長さが上記出力用紙サイズの長辺の長さより小さいと判定した
とき、上記変倍率は、上記入力解像度と出力解像度に基いて変倍率の算出を行う構成とし
てもよい。
【００９５】
　原稿サイズが、長辺、短辺共に、出力用紙サイズより小さい場合は、基本的に原稿サイ
ズの変更を行わず、入力解像度と出力解像度のみを考慮して変倍率を設定するので、原稿
の一部が印刷されなくなるのを防ぐことができる。
【００９６】
　さらに、本発明の一態様に係る画像処理装置において、上記比較部は、上記２つの比率
の小さい方を、さらに所定値と比較して、所定値未満であると判定したとき、上記変倍率
は、上記入力解像度と出力解像度に基いて変倍率の算出を行う構成としてもよい。
【００９７】
　原稿サイズが、長辺、短辺共に、出力用紙サイズより小さい場合は、基本的に原稿サイ
ズの変更を行わず、入力解像度と出力解像度のみを考慮して変倍率を設定するので、原稿
の一部が印刷されなくなるのを防ぐことができる。上記所定値は、例えば「１」である。
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あるいは、原稿サイズの検出精度の誤差や原稿サイズの読み取り誤差（ユーザが長さを読
取って入力する場合）を含め、０．９５等誤差を含めた数値に設定しても良い。
【００９８】
　さらに、本発明の一態様に係る画像処理装置において、上記画像データより、上記原稿
の種別の判別を行う原稿種別判別部（原稿自動判別部）を備え、上記原稿種別判別部によ
り、印画紙写真が含まれる原稿であると判定されたとき、上記変倍部は、上記原稿のサイ
ズと上記出力用紙サイズとを比較して上記画像データに対する変倍率を算出する構成とし
てもよい。
【００９９】
　原稿が用紙に収まらないことにユーザが気付かない場合であっても、原稿を用紙サイズ
に収めることができ、不要な処理が行われるのを抑制することができる。
【０１００】
　さらに、本発明の一態様に係る画像処理装置において、上記原稿種別判別部により、印
画紙写真が含まれる原稿であると判定されたとき、上記原稿のサイズと上記出力用紙サイ
ズとを比較して上記画像データに対する変倍率を算出する旨をユーザに通知する通知部を
備える構成としてもよい。
【０１０１】
　原稿が用紙に収まらないおそれがあることをユーザに通知することができ、ユーザが気
付いていない場合、不要な処理が行われるのを抑制することができる。この通知は、例え
ば、操作パネルに表示される。この通知を行い、処理を続行するか、上記原稿のサイズと
上記出力用紙サイズとを比較して上記画像データに対する変倍率を算出する処理を行うか
、ユーザに選択を促すことで処理を継続して行うことができる。
【０１０２】
　本発明は上述した各実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の
変更が可能であり、異なる実施形態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて
得られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【０１０３】
　〔ソフトウェアによる実現例〕
本発明はコンピュータに実行させるためのプログラムコード（実行形式プログラム、中間
コードプログラム、ソースプログラム）を記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体
に、上記した写真コピー時に入力原稿のサイズと出力用紙サイズの大きさに基いて、入力
原稿の情報が削除されない適切な変倍率を設定する画像処理方法を記録するものとするこ
ともできる。
この結果、上記画像処理方法を行うプログラムを記録した記録媒体を持ち運び自在に提供
することができる。
なお、本実施の形態では、この記録媒体としては、マイクロコンピュータで処理が行われ
るために図示していないメモリ、例えばROMのようなものそのものがプログラムメディア
であっても良いし、また、図示していないが外部記憶装置としてプログラム読み取り装置
が設けられ、そこに記録媒体を挿入することで読み取り可能なプログラムメディアであっ
ても良い。
いずれの場合においても、格納されているプログラムコードはマイクロプロセッサがアク
セスして実行させる構成であっても良いし、あるいは、いずれの場合もプログラムコード
を読み出し、読み出されたプログラムコードは、マイクロコンピュータの図示されていな
いプログラム記憶エリアにダウンロードされて、そのプログラムコードが実行される方式
であってもよい。このダウンロード用のプログラムは予め本体装置に格納されているもの
とする。
ここで、上記プログラムメディアは、本体と分離可能に構成される記録媒体であり、磁気
テープやカセットテープ等のテープ系、フロッピーディスク（登録商標）やハードディス
ク等の磁気ディスクやCD－ROM／MO／MD／DVD等の光ディスクのディスク系、ICカード（メ
モリカードを含む）／光カード等のカード系、あるいはマスクROM、EPROM（Erasable Pro
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grammable Read Only Memory）、EEPROM（Electrically Erasable Programmable Read On
ly Memory、登録商標）、フラッシュROM等による半導体メモリを含めた固定的にプログラ
ムコードを担持する媒体であっても良い。
また、本実施の形態においては、インターネットを含む通信ネットワークを接続可能なシ
ステム構成であることから、通信ネットワークからプログラムコードをダウンロードする
ように流動的にプログラムコードを担持する媒体であっても良い。なお、このように通信
ネットワークからプログラムコードをダウンロードする場合には、そのダウンロード用の
プログラムは予め本体装置に格納しておくか、あるいは別な記録媒体からインストールさ
れるものであっても良い。なお、本発明は、上記プログラムコードが電子的な伝送で具現
化された、搬送波に埋め込まれたコンピュータデータ信号の形態でも実現され得る。
上記記録媒体は、デジタルカラー画像形成装置やコンピュータシステムに備えられるプロ
グラム読み取り装置により読み取られることで上述した画像処理方法が実行される。
【産業上の利用可能性】
【０１０４】
　本発明は、複写機や複合機、プリンタなどの画像形成装置に利用することができる。
【符号の説明】
【０１０５】
１　デジタルカラー画像形成装置
４　画像出力装置
６　画像表示装置
８　記憶部
９　操作パネル
１０　制御部（変倍手段）
２０　画像処理装置
２４　原稿自動判別部
２７　黒生成／下色除去部
２９　変倍部（変倍手段）
５１　比率算出部
５２　比較部
５３　変倍率算出部
５４　変倍処理部
５５　画像サイズ検知部
５６　用紙サイズ検知部
５８　比較部
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